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原 著

トレハロースの卵巣摘出ラット骨密度低下に対する予防効果

田谷かほる 廣瀬 公治＊ 浜田 節男

概要：二糖類であるトレハロースは卵巣摘出マウスの骨吸収を抑制する．そこで本研究で私たちは，ヒト閉経後骨粗鬆
症の動物モデルである卵巣摘出ラットを用い，トレハロースの前投与により閉経後の骨密度減少を予防できるか検討を
行った．
雌性 Sprague-Dawley ラットを 4つの群，偽手術群（Sham群），卵巣摘出術群（OVX群），トレハロース前投与群（Pre-
TH群）およびトレハロース投与群（TH群）に分けた．OVX群，Pre-TH群およびTH群のラットは卵巣摘出手術を，Sham
群のラットは偽手術を 8週齢で施し，トレハロース（10 mg�kg）または滅菌蒸留水を経口投与により，毎日 12 週間（4～
16 週齢）投与し，体重，子宮重量および大腿骨と腰椎の骨密度への影響を検討した．
体重および子宮重量においては，OVX群と Pre-TH群またはTH群において，統計学的有意差は認められなかった．し
かし，大腿骨および腰椎の骨密度はOVX群と比較して，Pre-TH群において有意に増加していた．
これらの結果より，トレハロースの前投与は閉経後の骨粗鬆症予防に効果があることが示唆された．

索引用語：トレハロース，卵巣摘出術，骨密度
口腔衛生会誌 58：534―541, 2008

（受付：平成 20年 6月 26日╱受理：平成 20年 7月 29日）

緒 言

閉経を迎えた女性は，この期を境に卵巣機能が低下し，
卵巣からの女性ホルモンの産生が途絶える．このうち，
エストロゲンは破骨細胞の働きを抑え，骨の形成を促進
する作用があることから，欠乏すると骨破壊が再生を上
回るようになり，骨量が減少し，骨粗鬆症のリスクが高
くなる1）．
近年，骨粗鬆症による全身的な骨の脆弱化が歯の欠損

と有意に相関があることが多く報告されている2―8）．Krall
ら2）は，脊椎および橈骨の骨密度が残存歯数とよく相関
があることを報告しており，骨粗鬆症による顎骨の脆弱
化が歯の喪失に関連があることを示唆している．また，
骨密度とクリニカルアタッチメントレベル9，10），骨密度と
プロービング時の歯肉出血11），腰椎骨委縮と骨吸収11―13）な
ど，骨密度と歯周疾患との関連も多く報告されている．
さらに，歯槽骨吸収を伴う歯周疾患の予防および治療に
対し，骨吸収抑制作用がある骨粗鬆症治療薬を応用した
研究14―19）が多数行われている．

トレハロースは，グルコース 2分子が α-1，1 結合した
非還元性の二糖類であり，動植物や微生物をはじめ自然
界に幅広く存在し，昆虫の主要なエネルギー源である20）．
低温や乾燥下におけるタンパク質の変性を抑制する21）こ
とから，食品22），薬や化粧品の安定化剤23）として利用さ
れ，移植歯の保存液への応用24）も報告されている．甘味度
はショ糖の 45％であり，糖アルコールに比べると下痢を
起こしにくい低齲蝕性甘味料である25）．また，骨への作用
として，閉経後骨粗鬆症の実験モデルである卵巣摘出マ
ウスにおいて骨重量および骨梁減少の抑制が報告されて
いる26，27）．著者らもこれまでに，卵巣摘出を施したマウス
にトレハロースを経口投与することにより，大腿骨の重
量および海綿骨の割合が高くなること28），そして大腿骨
の骨強度および腰椎の骨密度が増加することを報告して
きた29）．
そこで本研究では，トレハロースの歯周疾患への応用

の可能性をふまえ，骨粗鬆症予防の基礎実験として，ト
レハロースを卵巣摘出する前からラットに投与し，大腿
骨および腰椎の骨密度への影響について二重エネルギー
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